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「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」
と
テ
ー
マ
の
流
動
性

　
　
― 「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
を
中
心
に
考
察
す
る 

―

文
学
部
文
学
科
演
劇
学
専
攻

中な

か

た田
　
夢ゆ

め

か花
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劇
劇
作
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
七
月
）

第
一
章
　
高
校
演
劇
の
概
要

・
高
校
演
劇
の
定
義

　

ま
ず
「
高
校
演
劇
」
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
た
い
。
高
校
演
劇
と
は
、
高

校
生
の
部
活
動
の
一
環
で
行
わ
れ
る
演
劇
活
動
を
指
す
。
主
に
演
劇
部
、
演
劇

同
好
会
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
演
劇
部
の
公
演
機
会
は
、
自
主
公
演
の
ほ

か
学
校
の
文
化
祭
や
地
域
の
演
劇
祭
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
毎
年
夏
に
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
上
位
大
会
を
目
指
す
演
劇
部
は
地
区
大
会
（
あ
る

地
域
と
な
い
地
域
が
あ
る
）、
都
道
府
県
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
順
に
駒
を

進
め
て
い
く
。
高
校
演
劇
の
大
会
に
お
い
て
審
査
員
を
務
め
て
い
る
工
藤
千
夏

の
著
書
で
は
、
高
校
演
劇
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

高
校
演
劇
と
は
、
①
学
校
教
育
の
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
部
活
動
で
あ
る

②
全
国
大
会
を
頂
点
と
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
る
③
コ
ン
ク
ー
ル
以
外
の

発
表
機
会
は
、
春
フ
ェ
ス
、
学
校
祭
、
自
主
公
演
な
ど
④
高
校
演
劇
の
活

動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
学
校
の
暦
（
年
度
）
に
準
拠
⑤
コ
ン
ク
ー
ル
台
本

（
六
十
分
）
は
、
創
作
脚
本
と
既
成
台
本
に
大
別
（
工
藤
千
夏
『
コ
ロ
ナ

禍
三
年
高
校
演
劇
』
論
創
社
、
二
〇
二
三
年
八
月
、
一
〇
頁
～
一
一
頁
）

　

引
用
内
の
春
フ
ェ
ス
と
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
第
二
席
の
高
校
が
出
場
す
る

春
季
高
等
学
校
演
劇
研
究
大
会
を
指
し
て
い
る
。

　

全
国
大
会
で
上
位
四
校
に
入
賞
し
た
演
劇
部
は
国
立
劇
場
で
の
上
演
機
会
が

は
じ
め
に

　

私
は
高
校
時
代
に
演
劇
部
に
所
属
し
て
お
り
、
入
部
し
て
す
ぐ
に
経
験
し
た

の
が
二
〇
一
七
年
に
開
催
さ
れ
た
第
六
三
回
全
国
高
等
学
校
演
劇
大
会
宮
城
大

会
で
あ
っ
た
。（
本
稿
で
は
次
か
ら
、
全
国
高
等
学
校
演
劇
大
会
の
こ
と
を
、

便
宜
的
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
通
称
「
全
国
大
会
」
と
書
く
。
）
そ
こ
で
生

で
兵
庫
県
立
東
播
磨
高
校
演
劇
部
上
演
の
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の

方
」
を
観
劇
し
、
そ
の
面
白
さ
に
感
銘
を
受
け
、
自
分
が
高
校
演
劇
や
戯
曲
執

筆
に
打
ち
込
ん
で
行
く
原
点
と
な
っ
た
。
ま
た
高
校
演
劇
で
の
創
作
活
動
に

よ
っ
て
、
極
度
の
あ
が
り
癖
や
人
の
目
を
見
て
話
せ
な
い
と
い
っ
た
自
身
の
癖

を
認
識
し
、
演
者
と
し
て
の
稽
古
や
顧
問
の
教
諭
や
部
活
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
三
年
間
で
そ
の
弱
み
を
克
服
し
て
き
た
。
言
葉
通
り

高
校
演
劇
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

前
述
の
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
と
い
う
作
品
は
二
〇
一
七
年

度
開
催
の
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
二
〇
一
九
年
度
に
は
高
校
演
劇

舞
台
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
て
商
業
演
劇
と
し
て
上
演
さ
れ
、
映
画
化
、
漫

画
化
と
幅
広
く
展
開
さ
れ
た
。「
高
校
演
劇
」
と
い
え
ば
、
越
智
優
、
曽
我
部

マ
コ
ト
、
畑
澤
聖
悟
…
…
そ
う
い
っ
た
名
前
が
挙
が
る
中
で
、
新
た
に
高
校
演

劇
を
牽
引
し
て
い
く
代
表
的
な
作
品
と
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
そ
の
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
と
い
う
作
品
を
読
み
解

い
て
い
く
。
そ
し
て
、
高
校
演
劇
に
お
け
る
「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」、
そ
し
て

高
校
演
劇
の
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
籔
博
晶
作
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
本
文

は
、
全
て
以
下
に
拠
っ
た
。
籔
博
晶
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」

（『
季
刊
高
校
演
劇
』N

O
.241

、2017

、
宮
城
大
会
上
演
作
品
特
集
、
高
校
演
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お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
校
演
劇
の
大
会
に
お
け
る
創
作
脚
本
の

完
成
度
の
高
さ
、
ま
た
あ
る
意
味
創
作
脚
本
に
優
位
性
が
あ
る
こ
と
が
推
測
で

き
る
だ
ろ
う
。
劇
作
家
で
あ
る
瀬
戸
山
美
咲
は
、
二
〇
一
八
年
度
の
全
国
最
優

秀
作
品
「
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
時
間
」
の
商
業
演
劇
版
で
演
出
と
潤
色
を
務
め
、

そ
の
公
演
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

高
校
演
劇
は
、
短
時
間
の
仕
込
み
や
大
ホ
ー
ル
で
の
マ
イ
ク
な
し
の
上

演
、
六
十
分
の
時
間
制
限
な
ど
、
プ
ロ
よ
り
も
は
る
か
に
過
酷
な
条
件
の

も
と
上
演
さ
れ
ま
す
。
制
約
の
中
で
表
現
を
追
求
す
る
か
ら
か
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
戯
曲
の
質
が
と
て
も
高
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。（
a
l
a
 

C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
シ
リ
ー
ズ
「
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
時
間
」

二
〇
二
三
年
一
一
月
吉
祥
寺
シ
ア
タ
ー
公
演
フ
ラ
イ
ヤ
ー
）

　

で
は
、
具
体
的
に
高
校
演
劇
の
創
作
脚
本
は
ど
の
よ
う
な
点
が
優
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
一
般
の
商
業
舞
台
と
は
違
い
、
学
校
や
部
活
動
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
密
度
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
顧
問
の
教
諭
と
生
徒
、
そ
し

て
生
徒
同
士
の
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
の
人
間
性
や
性
格
を
あ
る
程
度
理
解
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
創
作
脚
本
で
は
意
図
し
て
お
ら
ず
と
も
、
あ
て
が
き
の
よ
う
に

書
か
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
あ
て
が
き
の
具
体
例
と
し
て
、
北
海
道
滝
川

高
校
定
時
制
演
劇
部
の
「
鉄
輪
」
や
岐
阜
県
立
加
納
高
校
演
劇
部
の
「
彼
の

子
、
朝
を
知
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
自
身
が
高
校
時
代
に
執
筆
し
、

二
〇
二
〇
年
の
全
国
大
会
に
出
場
予
定
だ
っ
た
徳
島
市
立
高
校
演
劇
部
「
水
深

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
」
も
全
編
あ
て
が
き
で
あ
る
。
そ
し
て
「
全
校
ワ
ッ
ク

ス
」
を
は
じ
め
、
顧
問
時
代
に
数
多
く
の
高
校
演
劇
の
名
作
を
手
掛
け
て
き
た

与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
国
立
劇
場
公
演
に
加

え
て
、
毎
年
九
月
頃
に
N
H
K
制
作
の
特
別
番
組
「
青
春
舞
台
」
で
全
編
放

送
さ
れ
る
。
演
劇
は
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
明
確
な
順
位
や
優
劣
が
つ
け
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
高
校
演
劇
に
お
い
て
大
会
が
重
視
さ
れ
る

傾
向
が
あ
る
の
も
、
全
国
大
会
と
い
う
場
の
世
間
的
な
注
目
度
の
高
さ
に
加

え
、
勝
ち
進
む
ご
と
に
多
く
の
人
に
作
品
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点

が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

今
回
扱
う
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
は
兵
庫
県
立
東
播
磨
高
校

演
劇
部
が
二
〇
一
七
年
度
の
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
あ

り
、
大
会
に
向
け
て
同
校
演
劇
部
顧
問
を
務
め
た
教
師
が
書
き
下
ろ
し
た
六
十

分
の
創
作
脚
本
で
あ
る
。

・
高
校
演
劇
の
脚
本
に
つ
い
て

　

高
校
演
劇
は
あ
く
ま
で
も
学
校
教
育
の
中
で
の
活
動
と
い
う
点
が
、
劇
団
や

商
業
演
劇
な
ど
の
他
の
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
と
は
大
き
く
違
う
点
で
あ
る
。
部
活
動

と
い
う
時
間
的
な
制
約
、
ま
た
全
国
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
規
約
に
記
載
さ
れ

て
い
る
大
会
の
場
に
お
け
る
演
技
時
間
六
十
分
以
内
・
装
置
設
置
撤
去
三
十
分

以
内
と
い
っ
た
厳
格
な
ル
ー
ル
、
そ
し
て
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
県
ご
と
に
異

な
る
感
染
対
策
の
指
標
な
ど
、
教
育
現
場
ゆ
え
の
制
約
の
多
さ
も
特
徴
的
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
高
校
演
劇
の
中
で
も
大
会
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
創
作
脚
本
率
の
高

さ
も
特
徴
的
だ
と
言
え
る
。
実
際
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
二
〇
一
七
年
度
の
全
国
大
会
で
は
一
二
作
品
中
一
一
作

品
が
顧
問
も
し
く
は
生
徒
に
よ
る
創
作
脚
本
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
十
年

間
の
全
国
大
会
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
が
全
て
創
作
脚
本
で
あ
る
こ
と
も
触
れ
て
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た
顧
問
創
作
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
大
会
作
品
か
ら
は
逸
れ
る
が
、
二
〇
一
三

年
福
島
県
の
い
わ
き
総
合
高
校
総
合
学
科
芸
術
・
表
現
系
列
（
演
劇
）
第
十
期

生
ア
ト
リ
エ
公
演
に
て
、
飴
屋
法
水
が
脚
本
演
出
を
務
め
た
「
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
」
は
第
五
八
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
作
品
も
東
日
本
大
震

災
か
ら
二
年
経
過
し
た
二
〇
一
三
年
、
震
災
を
経
験
し
た
い
わ
き
の
高
校
生
を

描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
校
演
劇
に
お
け
る
作
品
の

テ
ー
マ
は
非
常
に
流
動
的
で
あ
り
、
社
会
問
題
を
扱
っ
た
劇
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
高
校
演
劇
は
そ
の
時
代
を
う
つ
す
鏡
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。

・
創
作
脚
本
が
高
校
生
に
与
え
る
影
響

　

前
述
の
上
演
記
録
か
ら
推
測
す
る
に
、
高
校
演
劇
は
表
現
活
動
の
場
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
教
育
的
な
活
動
の
場
と
し
て
、
高
校
生
が
演
劇
を
通
し
て
社

会
問
題
や
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
思
春
期
な
ら
で
は
の

葛
藤
や
悩
み
に
つ
い
て
、
議
論
、
検
討
す
る
装
置
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
仮
定
が
正
し
け
れ
ば
、
高
校
演

劇
が
高
校
生
に
も
た
ら
す
効
果
は
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
的
な
要
素
も
含
ん
で
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、「
物
語
を
演
じ

る
こ
と
で
自
分
の
心
の
問
題
に
向
き
合
い
、
心
の
安
定
を
保
つ
療
法
」（
ジ
ャ

パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
「
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」https://japanknow

ledge.com
/

psnl/display/?lid=5002019_160146200　

閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九

日
）
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
類
似
し
た
も
の
で
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
医
モ
レ
ノ

が
提
唱
し
た
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
と
は
、「
患
者

は
劇
の
主
役
と
な
り
、
補
助
自
我
の
助
け
を
借
り
て
自
ら
の
問
題
・
葛
藤
を
即

興
劇
と
し
て
演
じ
る
」（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
「
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
」https://

中
村
勉
も
自
身
の
n
o
t
e
で
「
脚
本
は
単
独
で
成
立
す
る
も
の
で
な
く
、

ま
し
て
じ
ぶ
ん
は
す
べ
て
当
て
書
き
な
の
で
、
部
員
と
脚
本
は
切
り
離
せ
ま
せ

ん
。
」（
中
村
勉
n
o
t
e
「
放
課
後
の
旅
・
高
校
演
劇
の
脚
本
に
つ
い
て
」

https://note.com
/suchanga　

閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
二
日
）
と

語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
演
劇
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
作
品
内
で
先
輩
と
後

輩
が
出
て
く
る
と
し
た
ら
、
先
輩
は
二
年
生
が
、
後
輩
は
一
年
生
が
演
じ
る
こ

と
が
多
い
印
象
を
受
け
る
。
初
演
時
の
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」

で
は
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
触
れ
る
が
、
会
話
の
多
い
安
田
、
田

宮
、
藤
野
の
役
を
三
年
生
が
、
一
匹
狼
の
宮
下
役
を
二
年
生
が
演
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
校
演
劇
の
創
作
脚
本
に
お
い
て
は
役
者
あ
り
き
の
脚
本
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
創
作
脚
本
で
は
よ
り
高
校
生
が
演
じ
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
魅
力
的
に
見
え
る
。

　

そ
し
て
、
大
き
な
震
災
が
あ
っ
た
年
は
震
災
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
作
品

が
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
苦
悩
や
葛
藤
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
が
多
く
、
高
校
演
劇
の
創
作
脚
本
（
特
に
大
会
作
品
）
に
お
い
て
は
そ
の
時

代
の
特
色
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
翌
年
の
二
〇
一
二
年

度
の
全
国
最
優
秀
作
品
は
震
災
復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
青
森
中
央
高
校
上
演

「
も
し
イ
タ
～
も
し
高
校
野
球
の
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
青
森
の
『
イ
タ
コ
』

を
呼
ん
だ
ら
」
で
あ
っ
た
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
二
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ

た
二
〇
二
二
年
度
の
全
国
最
優
秀
作
品
は
コ
ロ
ナ
禍
の
演
劇
部
の
苦
悩
を
テ
ー

マ
に
し
た
松
山
東
高
校
上
演
「
今
日
は
塾
に
行
く
ふ
り
を
し
て
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
な
ど
国
際
的
に
大
き
な
出
来
事
に
直

面
し
て
い
る
本
年
度
二
〇
二
三
年
の
全
国
最
優
秀
作
品
は
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
徳
島
県
立
城
東
高
校
上
演
の
「
21
人
い
る
！
」
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
例
に

挙
げ
た
三
作
品
は
す
べ
て
各
演
劇
部
顧
問
を
務
め
た
教
諭
と
コ
ー
チ
が
執
筆
し
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演
活
動
、
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
脚
本
を
そ
の
ま
ま
上
演
す
る
よ

う
な
活
動
で
は
得
ら
れ
に
く
い
。
」（
加
藤
裕
明
「
演
劇
教
育
に
よ
る
協
働
的

創
造
性
育
成
過
程
の
質
的
研
究 : 

演
劇
部
活
動
に
お
け
る
高
校
生
の
変
化
」、

北
海
道
大
学
博
士
（
教
育
学
）
甲
第
一
二
二
八
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月

（https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream
/2115/62207/1/

H
iroaki_K

ato.pdf　

閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日
）
と
語
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
高
校
演
劇
の
創
作
戯
曲
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
加
藤
は
「
演
劇

教
育
に
よ
る
協
働
的
創
造
性
の
獲
得
―
部
活
動
に
よ
る
高
校
生
の
演
劇
創
造
過

程
に
着
目
し
て
―
」（『
教
育
学
の
研
究
と
実
践
』
九
号
、
北
海
道
教
育
学
会
、

二
〇
一
四
年
四
月
、（https://w

w
w

.jstage.jst.go.jp/article/tpe/9/0/9_1/_
pdf/-char/ja　

閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日
）
で
、
自
身
が
演
劇
部
の
顧
問

を
務
め
て
い
た
時
代
の
演
劇
部
に
お
け
る
創
作
戯
曲
の
生
成
と
上
演
に
至
る
ま

で
の
過
程
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
加
藤
は
、
上
演
の
過
程
で
生
徒
が
育
ん

だ
創
造
性
の
ほ
か
に
、
他
者
へ
の
自
己
表
現
が
苦
手
な
生
徒
が
創
作
を
通
じ
て

自
身
の
弱
み
を
認
識
し
、
自
発
的
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
性
を
持
っ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
七
年
九
月
九
日
放
送
N
H
K
制
作
「
青
春
舞

台
2
0
1
7
」
で
は
、
出
場
校
の
ひ
と
つ
で
あ
る
明
誠
学
院
高
等
学
校
に
密

着
し
、
学
校
を
休
み
が
ち
だ
っ
た
内
気
な
男
子
生
徒
が
演
劇
部
で
の
活
動
を
通

し
て
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
仲
間
た
ち
と
全
国
大
会
の
本
番
を
迎
え
る
ま
で

の
様
子
を
放
送
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
校
演
劇
の
創
作
脚
本
は
あ
て
が
き
や
テ
ー
マ
性
に
よ

る
作
品
の
強
度
に
加
え
て
、
高
校
生
が
ひ
と
つ
の
話
題
に
対
し
て
議
論
ま
た
は

検
討
す
る
場
と
し
て
、
ま
た
以
上
の
よ
う
な
「
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」
に
類
す
る

も
の
の
側
面
と
し
て
高
校
生
が
自
分
自
身
に
向
き
合
う
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
る
と
言
え
る
。

japanknow
ledge.com

/psnl/display/?lid=1001000094002　

閲
覧
日

二
〇
二
四
年
一
月
九
日
）
こ
と
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
サ
イ
コ
ド
ラ
マ

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
C
I
I
S
と
立
命
館
大
学
大
学
院
応
用
人
間
科
学
研

究
科
で
交
わ
さ
れ
た
学
生
交
換
協
定
締
結
を
記
念
す
る
特
別
講
演
会

（
二
〇
〇
六
年
七
月
二
九
日
開
催
）
記
録
「
ド
ラ
マ
か
ら
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
へ

の
新
た
な
展
開
―
自
己
表
現
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
広
が
り
―
」（
講
演
者

ル
ネ
・
エ
ム
ナ
ー
、
訳
中
野
左
知
子
）
に
て
、
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
が
個
人
を
重
視

す
る
の
に
対
し
て
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
は
集
団
を
重
視
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
教
育
活
動
に
お
け
る
集
団
の
一
つ
で
あ
る

部
活
動
（
高
校
演
劇
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
は
、
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
よ
り
も

ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
的
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
関
し
て
、
立

命
館
大
学
教
授
の
尾
上
明
代
は
日
本
演
劇
学
会
分
科
会
演
劇
と
教
育
研
究
会
研

究
資
料
に
て
小
学
校
で
の
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
的
な
劇
授
業
の
効
果
に
触
れ
た
上

で
、「
日
常
生
活
に
『
似
た
』
状
況
で
即
興
場
面
練
習
な
ど
を
行
う
ド
ラ
マ
セ

ラ
ピ
ー
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
脚
本
劇
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
行
う
一

般
的
な
劇
活
動
で
は
出
に
く
い
効
果
が
あ
る
」（
日
本
演
劇
学
会
分
科
会
演
劇

と
教
育
研
究
会
研
究
資
料 

尾
上
明
代
「
学
校
教
育
に
お
け
る
ド
ラ
マ
セ
ラ

ピ
ー
の
効
用
」https://ekk.m

oo.jp/archives/event/20000731ono　

閲

覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日
）
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
高
校
演
劇
に
当
て
は
め
て
考
え
た
場
合
、
確
か
に
既
成
戯
曲
で
の
上

演
で
は
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
的
な
効
果
は
薄
い
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、
北
海
道

文
教
大
学
教
授
で
自
身
も
高
校
演
劇
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
加
藤
裕
明
の
「
演

劇
教
育
に
よ
る
協
働
的
創
造
性
育
成
過
程
の
質
的
研
究
：
演
劇
部
活
動
に
お
け

る
高
校
生
の
変
化
」
で
も
「
観
客
も
含
め
、
舞
台
上
に
創
造
さ
れ
た
も
の
を
通

じ
て
実
際
の
生
活
を
学
び
直
す
、
と
い
う
経
験
」
は
、「
単
な
る
一
般
的
な
上
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高
校
演
劇
の
魅
力
は
「
未
熟
さ
」
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
は
当
然
役

者
と
し
て
未
熟
で
す
し
、
人
と
し
て
も
ま
だ
未
完
成
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
起

こ
る
葛
藤
や
疑
問
や
感
動
を
、
未
熟
だ
け
れ
ど
も
嘘
の
な
い
演
技
で
見
せ

て
く
れ
る
。
そ
れ
が
高
校
演
劇
の
面
白
さ
で
す
。（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

の
は
し
の
方
」
二
〇
一
九
年
六
月
浅
草
九
劇
上
演
時
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
発
行
、
二
〇
一
九
年
）

　

佐
川
の
言
葉
を
借
り
る
の
で
あ
れ
ば
、（
彼
の
考
え
と
は
相
反
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
）
高
校
生
が
演
じ
て
い
る
こ
と
の
生
み
出
す
長
所
短
所
＝
所
謂
「
高

校
生
ら
し
さ
」
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
長
所
短
所
こ
そ
が
藪
が

語
っ
た
「
未
熟
さ
と
そ
れ
か
ら
産
ま
れ
る
嘘
の
な
い
演
技
」、
つ
ま
り
完
成
さ

れ
て
い
な
い
肉
体
や
粗
の
あ
る
未
完
成
感
が
、「
高
校
生
ら
し
い
」
と
感
じ
る

所
以
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」

は
商
業
舞
台
版
と
映
画
版
と
も
に
、
若
手
の
俳
優
を
起
用
し
て
い
る
。
高
校
生

に
比
較
的
年
齢
の
近
い
、
か
つ
演
技
経
験
が
少
な
い
キ
ャ
ス
ト
も
起
用
し
て
い

る
こ
と
で
、
商
業
化
で
高
校
演
劇
と
い
う
枠
組
み
か
ら
は
逸
れ
る
も
の
の
、
あ

く
ま
で
原
作
の
良
さ
を
大
事
に
、
高
校
演
劇
ら
し
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

周
東
美
材
の
『
未
熟
さ
の
系
譜
』（
新
潮
社
、
二
〇
二
二
年
五
月
）
で
は

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
、
宝
塚
歌
劇
団
、
甲
子
園
な
ど
日
本
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
の
日

本
人
の
「
未
熟
さ
」
へ
の
愛
好
を
指
摘
し
た
上
で
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
音

楽
に
着
目
し
、
未
熟
さ
の
反
復
性
を
語
っ
て
い
る
。
前
に
引
用
し
た
商
業
版

「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
藪
も
語
っ
て
い
る

よ
う
に
高
校
演
劇
も
技
術
的
な
、
あ
る
い
は
精
神
的
な
「
未
熟
さ
」
を
大
き
く

・「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
ま
で
は
高
校
演
劇
の
創
作
脚
本
に
つ
い
て
書
い
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら

は
「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
高
校
演
劇
に
お
い
て
、
講

評
や
観
客
の
感
想
な
ど
で
度
々
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
の
が
「
高
校
生
ら
し

い
」「
高
校
演
劇
ら
し
い
」
と
い
う
言
葉
だ
。
実
際
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の

は
し
の
方
」
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
二
〇
一
七
年
度
の
全
国
大
会
の
講
評
内

で
審
査
員
が
「
高
校
生
ら
し
い
」
と
発
言
し
、
T
w
i
t
t
e
r
（
現
X
）

を
中
心
に
賛
否
両
論
を
呼
ん
だ
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
度
の
大
会
で
審
査
員
を
務
め
た
演
出

家
の
佐
川
大
輔
が
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

僕
は
、
そ
の
中
か
ら
「
最
も
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
く
、
多
く
の
人
に
伝
わ

る
強
度
の
あ
る
演
劇
を
選
ぶ
。
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
審
査
を
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
演
劇
で
あ
る
以
上
、
受
け
取
り
手
の
趣
味
嗜
好
や
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
影
響
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
要
素
は
極
力
排
し
て
選
ん
だ

つ
も
り
だ
し
、「
高
校
演
劇
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
評
価
基
準
に
し
た

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。（「
高
校
生
が
演
じ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
生

み
出
す
長
短
所
は
認
識
し
て
い
た
け
れ
ど
。
）（
佐
川
大
輔
公
式
ブ
ロ
グ

「
シ
ア
タ
ー
モ
ー
メ
ン
ツ
」http://m

om
ents.jp/2017/08/10/dai1/　

閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
〇
日
）

　

一
方
で
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
作
者
の
藪
博
晶
は
商
業

版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
二
〇
一
九
年
浅
草
九
劇
の
上
演
時

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
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て
、
二
〇
二
〇
年
に
S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
制
作
、

城
定
秀
夫
監
督
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。
映
画
は
好
評
を
博
し
、
第
四
二

回
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
で
監
督
賞
、
第
一
二
回
T
A
M
A
 C
I
N
E
M
A
 

F
O
R
U
M
で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

　

本
作
品
の
舞
台
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
野
球
場
の
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
だ
。
野
球
部
の
県
大
会
一
回
戦
、
甲
子
園
球
場
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド

を
舞
台
に
、
全
員
強
制
参
加
の
野
球
部
の
応
援
に
訪
れ
た
野
球
の
ル
ー
ル
を
知

ら
な
い
演
劇
部
員
の
安
田
と
田
宮
、
元
野
球
部
の
藤
野
、
優
等
生
の
宮
下
四
人

が
織
り
な
す
一
幕
物
の
会
話
劇
で
あ
る
。

・
脚
本
の
巧
み
さ　

登
場
人
物
の
共
感
性
に
つ
い
て

　

こ
こ
か
ら
は
脚
本
の
内
容
に
入
っ
て
い
く
。「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し

の
方
」
に
登
場
す
る
四
人
が
抱
え
て
い
る
の
は
虚
し
さ
で
あ
る
。
マ
ウ
ン
ド
に

立
つ
こ
と
は
出
来
ず
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
熱
心
に
歓
声
を
送
る
わ
け
で
も

な
く
、
た
だ
は
し
の
方
で
ひ
っ
そ
り
と
試
合
を
見
る
何
者
に
も
な
れ
な
か
っ
た

者
た
ち
。
思
春
期
特
有
の
退
屈
さ
や
焦
燥
感
、
空
虚
感
を
代
弁
し
て
く
れ
る
人

物
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
安
田
は
演
劇
を
諦
め
た
人
、
藤
野
は
野
球
を
諦
め
た

人
、
田
宮
は
安
田
に
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
き
や
き
も
き
し
て
い
る
、
宮
下
は
初

め
て
テ
ス
ト
で
他
の
人
に
負
け
た
。
野
球
部
が
青
春
の
象
徴
で
あ
る
な
ら
ば
、

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
彼
ら
は
青
春
を
味
わ
い
尽
く
せ
て
い
な
い
人
た
ち
で
あ

ろ
う
か
。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
か
ら
マ
ウ
ン
ド
を
見
な
が
ら
、
ぽ
つ
り
と
吐
き

出
し
た
安
田
の
台
詞
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

安
田　

…
…
高
校
三
年
生
の
夏
っ
て
こ
ん
な
ん
か
な
ー
？

藤
野　

ど
ん
な
ん
な
ん
？

含
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
プ
ロ
の
劇
団
の
よ
う
に
毎
回
の
芝
居
が
安
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
一
六
年
の
全
国
大
会
で
徳
島
県
立
阿
波
高
校
演
劇
部
が

上
演
し
た
『
2
0
1
6
』
の
脚
本
の
よ
う
に
、
大
会
で
勝
ち
進
む
ご
と
に
脚
本

や
演
出
の
試
行
錯
誤
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
同
じ
演
目
で
も
公
演
ご
と

に
大
き
く
出
来
や
印
象
が
異
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
公

演
の
成
長
を
見
守
る
と
い
う
点
で
は
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
や
宝
塚
の
応
援
文
化
と
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
高
校
演
劇
フ
ァ
ン
が
プ
ロ
の
作
品
で
は
な
く
高
校
演
劇
に

惹
か
れ
る
背
景
は
、
日
本
人
が
お
茶
の
間
で
未
熟
さ
を
愛
好
し
、
消
費
し
て
き

た
背
景
と
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
高
校
演
劇
の
大
会
に
お
い
て
は
、
生
徒
も
し
く
は
顧
問
に

よ
る
創
作
脚
本
、
中
で
も
教
育
現
場
と
い
う
便
宜
上
、
高
校
生
の
未
熟
な
身
体

で
演
じ
ら
れ
る
等
身
大
の
作
為
的
な
社
会
問
題
を
扱
っ
た
劇
が
評
価
さ
れ
て
い

る
傾
向
が
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
次

の
章
か
ら
は
、
脚
本
分
析
か
ら
本
作
の
持
つ
テ
ー
マ
、
扱
っ
て
い
る
社
会
問
題

的
な
要
素
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

第
二
章
　「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
に
つ
い
て

・
作
品
概
要

　
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
は
東
播
磨
高
校
演
劇
部
上
演
、
当
時

顧
問
で
あ
っ
た
籔
博
晶
が
執
筆
し
た
作
品
だ
。
二
〇
一
七
年
度
の
全
国
高
等
学

校
演
劇
大
会
に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
に
は
劇
団

献
身
の
奥
村
徹
也
演
出
に
よ
り
浅
草
九
劇
に
て
上
演
。
そ
の
後
、
再
演
を
経
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思
い
を
代
弁
す
る
こ
と
で
、
実
感
が
増
し
て
ゆ
く
。
高
校
生
の
身
体
で
演
じ
る

完
璧
で
は
な
い
未
熟
さ
が
、
よ
り
登
場
人
物
た
ち
の
心
の
未
熟
さ
を
補
強
し
て

い
る
。
学
生
時
代
な
ら
で
は
の
等
身
大
の
渇
き
と
も
が
き
が
、
高
校
生
は
勿
論

の
こ
と
、
大
人
に
も
高
校
時
代
を
思
い
出
さ
せ
、
幅
広
い
年
代
か
ら
共
感
を
生

み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
藪
の
実
体
験
、
そ
の
中
で
も

等
身
大
で
普
遍
的
な
悩
み
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
と
演
じ
る
高
校
生
に

と
っ
て
、
自
身
の
思
い
を
発
散
さ
せ
る
た
め
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。

・
劇
中
世
界
の
広
が
り　

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
向
こ
う
側
ま
で
描
く

　

本
作
品
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
、
会
話
の
進
行
と
共
に
野
球
の
試
合
も
進
行

し
て
行
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
登
場
人
物
た
ち
の
会
話
に
野
球
の
試
合
の
進

行
と
い
う
要
素
が
加
わ
る
こ
と
で
、
上
演
時
間
六
十
分
と
い
う
時
間
の
制
約
の

中
で
も
あ
く
ま
で
自
然
に
、
登
場
人
物
た
ち
の
心
情
の
変
化
が
描
か
れ
て
い

く
。
そ
し
て
、
野
球
の
表
現
と
し
て
は
目
線
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
四
人

が
視
線
を
合
わ
せ
、
ボ
ー
ル
を
追
う
こ
と
で
、
次
第
に
舞
台
上
に
あ
る
は
ず
の

な
い
ボ
ー
ル
や
野
球
部
の
動
き
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
観
客
か
ら
は
見
え
な
い
向
こ
う
側
を
も
描
く
こ
と
で
、
劇

世
界
の
広
が
り
と
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
と
い
う
場
所
の
必
然
性
を
強
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
作
で
は
台
詞
の
み
で
描
か
れ
る
人
物
が
複
数
人
存
在
す
る
。
同
校

の
エ
ー
ス
園
田
、
吹
奏
楽
部
で
園
田
の
彼
女
で
あ
る
久
住
、
下
手
く
そ
だ
が
誰

よ
り
も
野
球
の
練
習
を
し
て
い
た
控
え
の
矢
野
、
そ
し
て
相
手
チ
ー
ム
の
絶
対

的
四
番
松
永
。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
四
人
の
日
常
会
話
の
中
で
、
舞
台
上
に

は
存
在
し
な
い
彼
ら
の
人
物
像
や
性
格
が
語
ら
れ
、
観
客
の
想
像
を
掻
き
立

て
る
。

安
田　

な
ん
か
、
も
っ
と
な
ん
か
、
青
春
み
た
い
な
さ
。

藤
野　

青
春
な
…
…
青
春
っ
て
何
？

安
田　

…
…
な
ん
や
ろ
…
…
ま
ぁ
、
甲
子
園
は
青
春
な
ん
ち
ゃ
う
ん
？

藤
野　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。

安
田　

私
よ
う
わ
か
ら
ん
け
ど
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
一
九
九
頁
）

　

こ
れ
ら
の
会
話
か
ら
、
安
田
と
藤
野
が
青
春
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て

い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
作
品
が
最
後
に
導
く
の
は
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
も
青
春
だ
」

と
い
う
結
論
だ
。
は
し
の
方
に
も
、
青
春
が
あ
る
。
逆
を
言
え
ば
、
マ
ウ
ン
ド

の
野
球
部
に
も
抱
え
る
悩
み
や
葛
藤
が
あ
る
。
日
常
会
話
の
中
で
、
等
身
大
の

高
校
生
が
抱
え
る
想
い
を
コ
ミ
カ
ル
に
、
時
に
は
真
剣
に
描
く
鮮
や
か
さ
は
、

高
校
生
活
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
挫
折
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に

は
、
必
ず
誰
か
に
共
感
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
作
者
の
藪
は
『
舞
台
上
の
青
春　

高
校
演
劇
の
世
界
』（
相
田
冬
二
、

辰
巳
出
版
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）
の
「
巻
末
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
』」
に
て
四
人
の
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
に
学
生
時
代

の
自
分
を
投
影
さ
せ
た
と
語
っ
て
い
る
。
安
田
と
田
宮
に
は
藪
自
身
の
高
校
時

代
や
大
学
時
代
に
お
け
る
演
劇
公
演
の
中
止
の
経
験
、
藤
野
に
は
中
学
で
サ
ッ

カ
ー
を
や
め
た
経
験
、
宮
下
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
め
た
代
わ
り
に
勉
強
に
打
ち

込
ん
だ
経
験
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
作
者
自
身
の
学
生
当
時
の
あ
る
種
の
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
や
思
い
出
が
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
彼
ら
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
、
現
役
の
高
校
生
が
其
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
持
ち
帰
り
、
自
身
に
置
き
換
え
咀
嚼
し
、
台
詞
を
通
し
て
自
分
自
身
の



236237

　

次
に
八
回
裏
、
ピ
ン
チ
の
場
面
で
園
田
が
松
永
と
対
決
し
て
い
る
シ
ー
ン
で

あ
る
。八

回
裏
、
守
備

（
前
略
）

宮
下　

…
…
で
も
さ
、
園
田
君
は
も
っ
と
怖
い
よ
ね
、
き
っ
と
。

田
宮　

 

え
…
…
あ
あ
、
そ
っ
か
…
…
そ
ん
な
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
も
な

か
っ
た
…
…
あ
あ
、
ボ
ー
ル
か
。

宮
下　

 

こ
れ
だ
け
の
観
衆
の
中
で
さ
、
カ
メ
ラ
に
も
映
っ
て
さ
、
怪
物
み

た
い
な
や
つ
を
相
手
に
し
て
る
わ
け
や
ろ
。
怖
い
に
決
ま
っ
て
る

よ
な
。

田
宮　

 

そ
っ
か
…
…
そ
う
や
ん
な
…
…
私
ら
と
同
じ
高
校
三
年
生
や
も
ん

な
…
…
何
か
、
こ
っ
か
ら
見
て
る
と
全
然
別
世
界
の
人
み
た
い
に

見
え
る
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
も
ん
な
。

（
中
略
）

藤
野　

 

お
ー
い
！
お
前
、
何
の
た
め
に
野
球
や
っ
て
ん
ね
ー
ん
！
何
の
た

め
に
野
球
や
っ
て
ん
ね
ー
ん
！
何
の
た
め
に
野
球
や
っ
て
ん
ね
ー

ん
！

田
宮
・
宮
下　

…
…
。

藤
野　

 

ど
ん
な
気
持
ち
で
立
っ
て
る
か
っ
て
、
負
け
た
く
な
い
っ
て
思
っ

て
る
に
決
ま
っ
て
る
や
ろ
。
そ
う
い
う
や
つ
や
。
園
田
は
。

間
。

歓
声
（
ス
ト
ラ
イ
ク
）。

藤
野　

よ
っ
し
ゃ
ー
！

田
宮
・
宮
下　

や
っ
た
ー
！

　

以
下
、
台
詞
の
み
で
語
ら
れ
る
人
物
に
着
目
し
て
、
作
品
中
か
ら
具
体
的
な

台
詞
を
挙
げ
る
。

　

ま
ず
は
野
球
部
の
エ
ー
ス
で
あ
る
園
田
に
つ
い
て
で
あ
る
。
園
田
に
つ
い
て

は
二
つ
の
シ
ー
ン
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
次
の
会
話
は
、
安
田
と
田
宮
が
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
を
去
り
、
宮
下
が
一
人
に
な
っ
た
藤
野
に
園
田
に
つ
い
て
尋

ね
る
場
面
で
あ
る
。

宮
下　

園
田
君
っ
て
野
球
以
外
で
何
が
好
き
な
ん
？

藤
野　

…
…
え
？

宮
下　

…
…
。

藤
野　

え
、
今
の
俺
に
言
っ
た
？

宮
下　

う
ん
。

藤
野　

あ
ー
…
…
何
で
俺
に
聞
く
ん
？

宮
下　

だ
っ
て
、
野
球
部
や
っ
た
ん
や
ろ
？

藤
野　

そ
う
や
け
ど
さ
…
…
直
接
聞
け
ば
良
い
や
ん
。

宮
下　

え
、
で
も
。

藤
野　

ま
あ
そ
れ
さ
、
よ
く
聞
か
れ
る
け
ど
…
…
な
い
と
思
う
で
。

宮
下　

…
…
な
い
ん
？
野
球
以
外
に
好
き
な
も
の
？

藤
野　

野
球
の
こ
と
し
か
考
え
て
な
い
ん
ち
ゃ
う
か
な
…
…
多
分
。

宮
下　

そ
う
な
ん
や
。（「

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
〇
五
頁
）

　

こ
の
会
話
か
ら
園
田
が
野
球
一
筋
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
こ
と
と
、

宮
下
が
園
田
に
恋
心
を
抱
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

藤
野
と
宮
下
の
微
妙
な
関
係
性
も
読
み
取
れ
る
。
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以
上
の
台
詞
か
ら
、
矢
野
は
野
球
が
下
手
で
あ
る
の
に
誰
よ
り
も
練
習
を
し

て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、
野
球
部
を
辞
め
た
藤
野
は
そ
ん
な
矢
野
の
こ
と
を

快
く
思
っ
て
い
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
吹
奏
楽
部
の
久
住
に
つ
い
て
で
あ
る
。
安
田
と
藤
野
が
宮
下
に
つ

い
て
会
話
を
す
る
シ
ー
ン
で
以
下
の
よ
う
な
会
話
が
あ
る
。

藤
野　

…
…
え
？
あ
の
人
？
宮
下
さ
ん
っ
て
、
あ
の
宮
下
さ
ん
？

安
田　

知
っ
て
る
？

藤
野　

あ
の
宮
下
さ
ん
や
ろ
？
学
年
一
位
の
。

安
田　

こ
な
い
だ
初
め
て
二
位
と
っ
た
け
ど
。

藤
野　

あ
、
そ
う
な
ん
？

安
田　

智
香
に
負
け
て
ん
。

藤
野　

智
香
っ
て
？

安
田　

 

久
住
智
香
。
知
っ
て
る
？
吹
奏
楽
の
部
長
の
。（
前
の
方
を
指
さ

し
て
）
あ
そ
こ
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
持
っ
て
る
。

（
中
略
）

藤
野　

久
住
さ
ん
が
一
位
や
っ
た
ん
？

安
田　

 

そ
う
そ
う
。
め
っ
ち
ゃ
喜
ん
で
た
。
初
め
て
宮
下
さ
ん
に
勝
っ

た
っ
て
言
っ
て
。

藤
野　

 

へ
ー
。
す
ご
い
な
。
部
活
も
頑
張
っ
て
ん
の
に
。
宮
下
さ
ん
に
勝

つ
と
か
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
〇
一
頁
）

　

こ
れ
ら
の
台
詞
か
ら
、
久
住
が
努
力
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
宮
下
が

学
年
で
人
目
置
か
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
一
四
頁
～
二
一
五
頁
）

　

以
上
の
会
話
か
ら
、
園
田
の
逆
境
を
乗
り
越
え
る
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
と
野
球

へ
の
想
い
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
野
球
と
園
田
の
こ
と
を
よ
く
知
る
藤

野
と
、
そ
う
で
は
な
い
田
宮
と
宮
下
の
園
田
に
対
す
る
感
じ
方
の
違
い
も
う
ま

く
表
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
野
球
部
の
控
え
で
あ
る
矢
野
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
。
次
の
会
話

は
、
藤
野
が
野
球
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
安
田
と
田
宮
に
野
球
に
つ
い
て
教
え

る
中
で
、
矢
野
に
つ
い
て
説
明
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。

藤
野　

矢
野
っ
て
分
か
る
？

田
宮　

矢
野
君
？
野
球
部
の
？

藤
野　

 

う
ん
。
あ
い
つ
さ
、
今
も
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
る
と
思
う
ね
ん
け

ど
、
試
合
に
出
る
こ
と
な
ん
か
な
い
ね
ん
。

田
宮　

何
で
？

藤
野　

へ
た
や
か
ら
。

安
田　

は
っ
き
り
言
っ
た
な
。

藤
野　

 

い
や
ほ
ん
ま
、
全
然
、
セ
ン
ス
が
な
い
ね
ん
。
め
っ
ち
ゃ
練
習
す

ん
ね
ん
け
ど
、
で
も
全
然
う
ま
く
な
ら
へ
ん
ね
ん
。
才
能
が
な
い

ね
ん
。

安
田　

め
っ
ち
ゃ
デ
ィ
ス
ら
れ
る
や
ん
矢
野
君
。

藤
野　

 

や
の
に
め
っ
ち
ゃ
練
習
す
ん
ね
ん
。
や
か
ら
何
か
、
そ
れ
見
て
る

と
腹
立
っ
て
く
ん
ね
ん
け
ど
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
〇
三
頁
）
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ん
し
。

藤
野　

あ
ー
…
…
え
、
演
劇
の
大
会
っ
て
何
す
ん
の
？

安
田　

…
…
演
劇
。

（
中
略
）

藤
野　

今
年
は
こ
れ
か
ら
？

安
田　

い
や
ー
、
今
年
は
出
え
へ
ん
。

田
宮　

あ
。

藤
野　

え
、
何
で
。
受
験
や
か
ら
？

安
田　

 

ま
ぁ
そ
れ
も
あ
る
し
、
近
畿
大
会
ま
で
は
秋
や
ね
ん
け
ど
、
全
国

大
会
は
来
年
の
夏
や
ね
ん
。

藤
野　

え
、
何
そ
れ
。

安
田　

何
そ
れ
や
ろ
。

藤
野　

出
ら
れ
へ
ん
や
ん
。

安
田　

そ
う
や
ね
ん
。

藤
野　

…
…
不
思
議
な
大
会
や
な
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
一
九
七
頁
～
一
九
八
頁
）

　

右
の
台
詞
か
ら
、
高
校
演
劇
の
不
遇
さ
や
、
作
者
の
高
校
演
劇
に
お
け
る
大

会
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
満
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
高
校
演
劇
」
を
自
虐
す
る
よ
う
な
台
詞
は
、
実
際
に
客
席
で
見

て
い
る
、
高
校
演
劇
部
員
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
引
用
後
半
の
安
田
の
台
詞
は
高
校
演
劇
に
お
い
て
よ
く
あ
る
話
で
あ
り
、

地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
か
ら
全
国
大
会
の
間
に
年
度
を
ま
た
ぐ
関
係
で
、
地
方

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
も
の
の
全
国
大
会
の
際
に
は
三
年
生
が
卒
業
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、
出
場
を
辞
退
し
た
り
キ
ャ
ス
ト
を
一
新
し
た
り
す
る

　

ま
た
、
本
作
は
前
述
の
台
詞
だ
け
で
は
な
く
、
音
で
も
舞
台
上
に
は
い
な
い

登
場
人
物
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
野
球
の
登
板
曲
だ
。

「
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ
ロ
」（
ラ
フ
ェ
エ
ル
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
作
曲
）
が
流
れ

る
と
、
園
田
が
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
。
戯
曲
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
原
作
の

舞
台
で
は
松
永
の
番
に
は
毎
回
同
じ
曲
が
流
れ
、
試
合
終
盤
の
ピ
ン
チ
の
場
面

で
は
、
松
永
の
登
板
曲
に
ど
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
本
作
は
、
高
校
生
の
何
気
な
い
日
常
会
話
や
音
響
を
通
し

て
舞
台
上
に
は
登
場
し
な
い
登
場
人
物
や
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
向
こ
う
側
の

マ
ウ
ン
ド
風
景
ま
で
緻
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
見
え
な
い
も
の
を
魅
せ
る
脚
本

と
演
出
の
巧
み
さ
が
、
本
作
な
ら
で
は
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

・
高
校
野
球
と
高
校
演
劇　

マ
ウ
ン
ド
と
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
比
較

　

高
校
演
劇
の
大
会
作
品
と
な
れ
ば
、
自
ず
と
観
客
層
の
多
く
を
占
め
る
の
は

現
役
の
高
校
演
劇
部
員
だ
。
本
作
品
で
は
、「
マ
ウ
ン
ド
の
野
球
部
」
と
「
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
四
人
」
の
比
較
の
一
方
で
、「
高
校
野
球
」
と
「
高
校
演

劇
」
の
比
較
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
台
詞
が

あ
る
。
安
田
と
田
宮
と
藤
野
が
、
園
田
の
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る

場
面
で
あ
る
。

安
田　

ま
ぁ
演
劇
や
っ
た
ら
絶
対
そ
ん
な
ん
な
い
よ
な
。

藤
野　

演
劇
？

安
田　

あ
あ
、
私
ら
演
劇
部
や
ね
ん
。

藤
野　

あ
、
そ
う
な
ん
や
。

田
宮　

確
か
に
演
劇
で
プ
ロ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
と
か
は
な
い
や
ろ
な
。

安
田　

 

全
国
大
会
行
っ
て
も
さ
、
全
員
で
見
に
行
こ
う
と
か
絶
対
な
ら
へ
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が
下
手
で
試
合
に
出
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
の
に
、
誰
よ
り
も
練
習
を
重
ね
る
矢

野
の
こ
と
が
理
解
で
き
ず
に
い
る
。

　

入
学
以
来
テ
ス
ト
で
ず
っ
と
学
年
一
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
た
宮
下
は
、
こ
の

前
初
め
て
二
位
に
な
っ
た
。
一
位
の
座
を
奪
っ
た
の
は
吹
奏
楽
部
の
久
住
で

あ
っ
た
。
沢
山
の
人
に
囲
ま
れ
て
、
明
る
く
て
、
宮
下
が
恋
焦
が
れ
た
園
田
の

彼
女
で
あ
る
久
住
。
自
分
と
は
正
反
対
の
久
住
に
劣
等
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、

園
田
の
応
援
を
続
け
る
。
仕
方
が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
諦
め
ず
、
ひ
と
り

で
も
が
き
続
け
て
い
る
。

　

安
田
と
藤
野
は
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
」
に
諦
め
て
し
ま
っ
た
人
た

ち
、
田
宮
は
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
」
に
罪
悪
感
を
抱
き
、
自
分
の
気
持

ち
に
素
直
に
な
れ
な
い
人
で
、
宮
下
は
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
」
を
諦
め

な
い
芯
の
強
さ
を
持
つ
人
で
あ
る
。

　
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
ど
う
向
き
合
う
か
」、
こ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
、

四
人
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
と
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
燻
っ

て
い
た
四
人
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
向
き
合
う
た
め
に
、
再
び
立
ち

上
が
る
ま
で
の
物
語
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

作
中
で
安
田
は
劣
勢
の
野
球
部
の
試
合
を
横
目
に
「
勝
て
る
は
ず
な
い
」
と

ぼ
や
き
、
宮
下
は
そ
れ
に
対
し
て
怒
り
を
露
わ
に
す
る
。
次
の
台
詞
は
、
安
田

と
宮
下
が
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
衝
突
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。

安
田　

 

な
ん
か
園
田
君
も
さ
、
さ
す
が
に
疲
れ
て
き
て
る
感
じ
す
る
よ

な
。
特
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
打
た
れ
た
あ
と
。

田
宮　

う
ん
。
頑
張
っ
て
る
の
に
ね
。
結
構
打
た
れ
て
。

安
田　

ま
ぁ
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
相
手
の
ほ
う
が
格
上
や
し
。

ケ
ー
ス
も
実
際
に
あ
る
。
世
間
の
知
名
度
か
ら
比
較
す
れ
ば
、
高
校
野
球
が
マ

ウ
ン
ド
に
立
っ
て
脚
光
を
浴
び
る
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
校
演
劇
は
ア
ル
プ

ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
っ
こ
に
い
る
彼
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
台
詞
の
数
々
が
、
高
校
演
劇
部
員
、
高
校
演
劇
経
験
者
の
共
感
を

誘
っ
て
い
る
。
登
場
人
物
が
演
劇
部
員
で
、
か
つ
「
高
校
演
劇
あ
る
あ
る
」
話

を
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
、
主
な
観
客
層
で
あ
る
高
校
演
劇
部
員
が
作
品
に
引
き

込
ま
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

・
込
め
ら
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

　

こ
こ
ま
で
は
物
語
と
台
詞
に
着
目
し
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
本
作
に
込
め

ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

　

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
い
る
登
場
人
物
た
ち
の
前
に
立
ち
ふ
さ
が
る
壁
は

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　

安
田
は
自
身
の
脚
本
で
近
畿
大
会
ま
で
駒
を
進
め
た
も
の
の
、
田
宮
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
で
、
直
前
で
出
場
を
断
念
し
て
し
ま
っ
た
。
田
宮
は
そ
れ
を

引
き
ず
っ
て
、
安
田
に
気
を
遣
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
感
染
症
罹
患
は
対
策

し
て
い
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
安
田
は
、「
イ
ン
フ
ル
に
な
っ
た

田
宮
は
悪
く
な
い
。
運
が
悪
か
っ
た
だ
け
で
、
自
分
た
ち
の
力
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
か
っ
た
」
と
自
分
を
納
得
さ
せ
て
い
る
。

　

藤
野
は
野
球
部
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
日
々
練
習
を
重
ね
て
い
た
が
、
同
校

野
球
部
に
は
絶
対
的
な
エ
ー
ス
・
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
園
田
が
い
る
。
園
田
の
才
能

を
目
に
し
て
、
自
信
と
の
実
力
差
を
実
感
す
る
。
藤
野
は
、
才
能
に
は
努
力
は

追
い
つ
け
な
い
、
園
田
が
い
る
限
り
自
分
は
ど
う
頑
張
っ
て
も
マ
ウ
ン
ド
に
立

て
な
い
、
そ
う
考
え
て
野
球
を
辞
め
た
。
誰
が
悪
い
わ
け
で
も
な
い
、
仕
方
が

な
か
っ
た
こ
と
だ
と
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
野
球
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が
で
き
な
い
。
お
互
い
が
交
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
巻
く

世
界
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
抱
え
、
も
が
い
て
い
る
。
ど

う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
っ
こ
に
い
る
、

そ
う
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
マ
ウ
ン
ド
に
い
る
野
球
部
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
立
ち
向

か
っ
て
い
る
。
努
力
を
重
ね
宮
下
に
勝
っ
た
久
住
に
、
敵
う
わ
け
が
な
い
ど
う

し
よ
う
も
な
い
怪
物
に
立
ち
向
か
っ
て
勝
っ
た
園
田
、
そ
し
て
最
後
の
最
後
に

試
合
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
だ
矢
野
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
を
諦
め
な

か
っ
た
彼
ら
の
姿
は
、
安
田
や
藤
野
の
心
に
火
を
灯
し
エ
ー
ル
を
与
え
、
ア
ル

プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
っ
こ
に
い
る
四
人
も
立
ち
上
が
る
。
安
田
と
田
宮
は
今

年
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
決
め
、
宮
下
は
久
住
に
賛
辞
を
送
り
、
藤
野
は

園
田
と
矢
野
に
全
力
で
応
援
す
る
。
気
付
い
た
と
き
に
は
、
観
客
も
ア
ル
プ
ス

ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
の
彼
ら
も
青
春
の
端
の
方
で
は
な
く
、
青
春
の
ど
真
ん

中
に
い
た
。

　

そ
し
て
試
合
は
矢
野
の
最
後
の
打
席
で
終
わ
る
。
同
校
が
負
け
て
、
涙
を
流

す
安
田
た
ち
の
姿
は
、
野
球
部
の
試
合
を
通
し
て
、
彼
ら
の
心
情
が
変
化
し
た

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
四
人
が
試
合
を
通
し
て
得
た
の
は
、
諦
め
て
き
た

日
々
へ
の
後
悔
と
、
新
た
な
希
望
だ
。「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
を
ど
う
に

か
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
」
と
全
て
の
青
春
を
肯
定

し
、
試
合
終
了
の
サ
イ
レ
ン
さ
え
も
、
彼
ら
の
新
た
な
日
々
を
出
迎
え
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
、
希
望
を
抱
け
る
幕
切
れ
と
な
っ
て
い
る
。

・
上
演
時
の
劇
評

　

高
校
演
劇
の
二
〇
一
七
年
度
開
催
の
全
国
大
会
の
劇
評
は
全
国
高
等
学
校
演

劇
協
議
会
が
発
行
し
て
い
る
『
演
劇
創
造
』
一
三
七
号
（
全
国
高
等
学
校
演
劇

宮
下　

あ
の
さ
。

安
田　

…
…
え
？
私
？

宮
下　

し
ょ
う
が
な
い
っ
て
言
う
ん
や
め
て
く
れ
へ
ん
？

安
田　

え
？

宮
下　

し
ょ
う
が
な
い
っ
て
言
う
ん
や
め
て
。

安
田　

…
…
な
ん
で
？

宮
下　

何
か
…
…
聞
い
て
て
気
分
悪
い
。

安
田　

…
…
え
別
に
、
関
係
な
く
な
い
。

宮
下　

頑
張
っ
て
る
や
ん
園
田
君
。
な
ん
で
そ
ん
な
ふ
う
に
言
う
ん
。

安
田　

え
、
何
？
怒
っ
て
る
ん
？

宮
下　

 

頑
張
っ
て
ん
の
に
さ
、
周
り
で
見
て
る
人
に
勝
手
に
し
ょ
う
が
な

い
と
か
言
わ
れ
た
ら
、
嫌
や
と
思
う
。

安
田　

…
…
私
は
言
わ
れ
た
け
ど
な
。

宮
下　

え
？

安
田　

私
は
し
ょ
う
が
な
い
っ
て
言
わ
れ
た
け
ど
な
。

田
宮　

あ
す
は
。

安
田　

 

め
っ
ち
ゃ
頑
張
っ
て
た
つ
も
り
や
っ
た
。
で
も
、
言
わ
れ
た
よ
。

し
ょ
う
が
な
い
っ
て
。
…
…
そ
ん
な
経
験
な
い
や
ろ
う
け
ど
さ
。

毎
回
一
位
と
る
よ
う
な
人
は
。

（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
一
一
頁
）

　

以
上
の
や
り
と
り
か
ら
、
安
田
と
田
宮
の
考
え
方
の
違
い
、
ま
た
安
田
が
演

劇
を
諦
め
る
に
至
っ
た
苦
悩
と
結
果
を
残
し
て
い
る
人
間
へ
の
劣
等
感
と
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

安
田
の
悔
し
さ
は
宮
下
に
は
わ
か
ら
な
い
、
宮
下
の
孤
独
は
安
田
に
は
理
解
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ば
、〝
端
〟
が
一
転
し
て
〝
全
体
〟
に
転
化
す
る
幕
切
れ
は
、
球
場
が
劇
場
と

も
重
な
り
、
よ
り
劇
的
に
な
っ
た
と
思
う
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
王
道
的
な
作
品
故
の
指
摘
点
も
あ
る
が
、
審
査
員
七
人
に
よ

る
審
査
集
結
で
は
本
作
が
二
〇
一
七
年
度
全
国
大
会
唯
一
の
満
票
で
あ
り
、
好

評
的
な
意
見
の
多
さ
か
ら
も
、
飛
び
抜
け
た
評
価
を
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

や
は
り
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
向
こ
う
側
ま
で
描
く
、
作
品
世
界
の
広
が
り

は
本
作
が
持
つ
演
劇
作
品
と
し
て
の
強
度
と
言
え
る
。

第
三
章
　
映
画
版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
に
つ
い
て

・
映
画
版
の
概
要

　

二
〇
二
〇
年
劇
場
公
開
。
S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S

制
作
、
城
定
秀
夫
監
督
に
て
映
画
化
さ
れ
、
小
野
莉
奈
や
平
井
亜
門
と
い
っ
た

新
進
気
鋭
の
若
手
俳
優
が
登
場
人
物
を
演
じ
た
。
映
画
化
前
年
に
本
作
は
商
業

演
劇
と
し
て
も
上
演
さ
れ
、
安
田
役
の
小
野
を
は
じ
め
、
田
宮
役
の
西
本
ま
り

ん
、
宮
下
役
の
中
村
守
里
、
厚
木
先
生
役
の
目
次
立
樹
は
舞
台
版
か
ら
の
続
役

の
ほ
か
、
舞
台
版
に
て
演
出
を
担
当
し
た
奥
村
徹
也
は
映
画
版
に
て
脚
本
を
執

筆
し
て
い
る
。
映
画
版
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、「
そ
こ
は
、
輝
け
な
い
私
た

ち
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
輝
か
し
い
特
等
席
」
で
あ
る
。

　

本
作
は
第
四
二
回
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
に
て
監
督
賞
、
第
一
二
回
T
A
M
A
 

C
I
N
E
M
A
 F
O
R
U
M
に
て
特
別
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
映
画
と
し
て
も

高
く
評
価
さ
れ
、
公
開
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
現
在
も
各
地
の
映
画
祭
に
て
上

映
さ
れ
て
い
る
。

協
議
会
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
と
い
う
冊
子
で
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
以

下
、
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
劇
評
の
一

部
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
全
体
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
好
評
的
な
意
見
と
し
て
は
、
共
感
で
き

る
テ
ー
マ
性
と
生
き
た
台
詞
、
ま
た
舞
台
外
に
も
広
が
る
劇
中
世
界
が
挙
げ
ら

れ
る
。
演
出
家
、
劇
作
家
の
高
泉
淳
子
は
「
顧
問
が
書
い
た
作
品
で
す
が
、
部

員
を
生
か
し
た
台
詞
の
書
き
方
を
し
て
い
る
こ
と
、
部
員
が
今
現
在
共
感
す
る

世
界
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
そ
の
瞬
間
瞬
間
生
き
た
言
葉
を
語
ら
せ
る
よ
う
に

仕
向
け
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
、
部
員
た
ち
が
面
白
が
っ
て
生
き

生
き
と
演
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
本
以
上
の
作
品
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
」
と
台
詞
の
巧
み
さ
と
テ
ー
マ
の
普
遍
性
を
評
価
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
身
も
演
劇
部
の
顧
問
で
、
翌
年
演
劇
部
を
全
国
大
会
に
導
い
た
、
富
山

第
一
高
校
演
劇
部
顧
問
の
近
藤
三
知
子
は
「
登
場
し
な
い
野
球
部
員
の
名
前
が

脚
本
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
四
人
が
見
せ
て
く
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち

も
含
め
た
現
代
の
高
校
生
の
実
態
。
そ
れ
が
自
然
で
生
き
生
き
し
た
そ
し
て
楽

し
い
関
西
弁
で
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
」
と
生
き
た
台
詞
と
登
場
し

な
い
野
球
部
員
に
よ
る
世
界
の
広
が
り
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第

一
章
で
触
れ
た
佐
川
も
「
試
合
経
過
、
飛
球
、
選
手
な
ど
舞
台
外
の
世
界
を
観

客
が
想
像
で
き
た
の
は
、
細
部
ま
で
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
練
習
量
の
賜
物
で

し
ょ
う
。
」
と
こ
の
作
品
特
有
の
、
舞
台
世
界
の
広
が
り
を
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
改
善
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
部
分
と
し
て
は
後
半
の
展
開
が
挙
げ

ら
れ
る
。
佐
川
は
、「
あ
え
て
の
改
善
点
は
、
展
開
が
王
道
す
ぎ
て
、
先
が
予

想
で
き
て
し
ま
う
点
。
」
と
単
調
な
展
開
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
大

学
芸
術
学
部
教
授
の
藤
崎
周
平
は
設
定
の
妙
を
褒
め
た
上
で
、「
試
合
経
過
、

つ
ま
り
、
球
場
内
の
呼
吸
や
溜
息
を
シ
ー
ン
に
反
映
さ
せ
て
い
く
工
夫
が
あ
れ
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行
う
と
い
う
地
域
性
が
、
設
定
の
必
然
性
を
高
め
て
い
た
た
め
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
関
西
弁
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
映
画
版
は
原
作
版
と
比

較
し
て
原
作
版
の
笑
い
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
場
面
も
多
く
、
作
品
の
核
自
体

が
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
方
向
に
寄
っ
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
ま
た
、

作
中
の
球
場
が
甲
子
園
で
は
な
く
、
関
西
弁
に
す
る
必
然
性
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
も
、
標
準
語
で
の
演
出
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
映
画
版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
、

映
画
化
の
際
甲
子
園
球
場
で
の
撮
影
を
交
渉
し
た
も
の
の
、
許
可
が
お
り
ず
実

現
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
裏
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。

・
映
画
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

　

厚
木
先
生
は
安
田
た
ち
を
含
め
た
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で
応
援
す
る
生
徒
ら

に
発
破
を
か
け
る
熱
血
漢
な
教
師
と
し
て
登
場
す
る
。
誰
よ
り
も
熱
心
に
野
球

部
を
応
援
す
る
彼
は
、
生
徒
た
ち
か
ら
暑
苦
し
が
ら
れ
た
り
適
当
に
あ
し
ら
わ

れ
た
り
し
て
い
る
が
、
孤
立
し
て
い
る
宮
下
を
気
遣
っ
た
り
、
受
け
持
っ
て
い

な
い
ク
ラ
ス
の
藤
野
の
名
前
を
覚
え
て
い
た
り
と
、
生
徒
た
ち
を
気
に
か
け
て

い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
物
語
中
盤
、
宮
下
と
の
会
話
の
中
で
本
当
は
野
球
部
の

顧
問
を
し
た
か
っ
た
が
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
か
さ
れ

る
。
厚
木
先
生
も
安
田
た
ち
四
人
と
一
緒
で
「
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
の
壁
」
に

ぶ
つ
か
っ
た
人
物
で
あ
る
の
だ
。
だ
が
、
安
田
た
ち
の
よ
う
に
く
す
ぶ
っ
て
諦

め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
を
受
け
入
れ
た
上
で
誰
よ
り
も

声
を
張
っ
て
応
援
す
る
姿
は
、
場
を
明
る
く
す
る
と
と
も
に
大
人
ゆ
え
の
一
種

の
諦
め
と
寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
高
校
生
の
安
田
た
ち
と
は

違
い
、
大
人
と
し
て
差
別
化
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
高
校
生
よ
り
も

年
齢
層
が
上
の
観
客
が
共
感
し
や
す
い
人
物
に
な
っ
て
い
る
。

・
原
作
版
と
映
画
版
の
相
違
点

　

映
画
版
で
は
四
人
の
ほ
か
に
久
住
、
そ
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
熱
血
漢
な
教
師
厚
木
が
登
場
す
る
。
一
方
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
野
球
部
員

を
映
さ
な
い
演
出
は
、
映
画
で
も
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
大
き
な
相
違
点

と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①  

時
間
の
違
い　

高
校
演
劇
版
は
約
六
十
分
、
映
画
版
は
約
七
十
五
分

で
あ
る
。

②  

登
場
人
物
の
違
い　

映
画
版
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ほ
か

エ
キ
ス
ト
ラ
が
多
数
出
演
す
る
。

③  

場
所
の
違
い　

高
校
演
劇
版
は
甲
子
園
球
場
が
舞
台
だ
が
、
映
画
版

は
神
奈
川
県
の
平
塚
球
場
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

④  

言
葉
の
違
い　

高
校
演
劇
版
は
関
西
弁
で
あ
る
が
、
映
画
版
は
標
準

語
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
、
映
画
版
は
安
田
た
ち
の
学

校
が
兵
庫
県
か
ら
関
東
の
学
校
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

⑤  

宮
下
の
演
出　

高
校
演
劇
版
の
宮
下
は
、
気
が
強
く
一
匹
狼
の
よ
う

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
演
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
映
画
版
は
静
か
で

お
と
な
し
い
が
、
芯
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

⑥  

幕
開
き
と
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
変
更

　

以
上
が
映
画
版
に
お
け
る
原
作
と
の
主
な
変
更
点
で
あ
る
。

　

④
の
言
葉
の
違
い
に
関
し
て
、
原
作
版
で
は
、
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
シ
ー
ン

や
演
出
も
多
く
、
関
西
弁
の
親
し
み
や
す
さ
や
リ
ズ
ム
感
の
良
さ
が
う
ま
く
脚

本
と
マ
ッ
チ
し
て
い
た
。
ま
た
兵
庫
県
の
高
校
生
が
甲
子
園
を
舞
台
に
演
劇
を
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ま
た
、
宮
下
に
対
す
る
劣
等
感
の
ほ
か
に
も
、
恋
人
で
あ
る
園
田
と
あ
ま
り

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
描
写
や
試
合
の
応
援
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
吹
奏

楽
部
に
「
ち
ゃ
ん
と
応
援
し
て
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。

安
田
た
ち
か
ら
見
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
彼
女
も
ま
た
、
努
力
を
重
ね

て
も
必
ず
し
も
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

現
実
に
悩
ん
で
い
る
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
久
住
の
劣
等

感
、
久
住
と
宮
下
と
対
立
を
描
い
た
こ
と
か
ら
、
終
盤
の
宮
下
が
久
住
に
エ
ー

ル
を
送
る
シ
ー
ン
で
は
、
よ
り
感
動
と
青
春
の
爽
快
感
が
増
し
た
エ
モ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
シ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

・
宮
下
の
演
出
に
つ
い
て

　

登
場
人
物
四
人
の
中
で
演
出
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
宮
下
で
あ
る
。

　

高
校
演
劇
版
で
は
真
面
目
で
気
が
強
く
、
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
安
田
や
藤

野
に
も
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
正
直
に
言
う
姿
が
時
に
は
観
客
の
笑
い
を

誘
い
、
後
半
の
安
田
と
の
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
」
に
対
す
る
言
い
合
い

の
シ
ー
ン
に
も
自
然
な
印
象
を
持
た
せ
て
い
た
。

　

一
方
で
映
画
版
は
静
か
で
お
と
な
し
い
印
象
を
受
け
、
高
校
演
劇
版
の
気
の

強
さ
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
久
住
や
他
の
登
場
人
物
に
対
す
る
融
通
の
利
か
な

さ
と
不
器
用
さ
は
高
校
演
劇
版
と
共
通
し
て
お
り
、
表
面
的
な
見
え
方
は
違
う

も
の
の
、
心
の
奥
に
抱
え
て
い
る
思
い
は
一
緒
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
演
出
に

な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
映
画
版
の
特
徴
と
し
て
宮
下
が
田
宮
に
心
を
開
い
て
い
く
描
写
が

あ
っ
た
。
原
作
版
で
は
田
宮
の
勢
い
に
宮
下
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
形
で
あ
っ

た
が
、
映
画
版
で
は
丁
寧
に
そ
の
過
程
が
描
か
れ
、
学
年
で
浮
い
て
い
る
宮
下

に
も
臆
せ
ず
対
等
に
関
わ
る
田
宮
の
優
し
さ
や
打
ち
解
け
て
い
く
宮
下
の
愛
お

　

続
い
て
は
、
久
住
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
原
作
版
で
は
久
住
は
セ
リ
フ
の

み
で
登
場
し
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
に
い
る
彼
ら
と
は
違
っ
て
、

明
る
く
、
努
力
家
で
青
春
を
謳
歌
し
て
い
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
原

作
版
の
台
詞
で
、
安
田
「
め
っ
ち
ゃ
喜
ん
で
た
。（
テ
ス
ト
で
）
初
め
て
宮
下

さ
ん
に
勝
っ
た
っ
て
言
っ
て
。
」（「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」、

二
〇
一
頁
）
と
は
あ
る
も
の
の
、
久
住
が
宮
下
に
関
し
て
触
れ
て
い
る
と
わ
か

る
の
は
こ
の
シ
ー
ン
と
物
語
終
盤
宮
下
の
声
で
振
り
返
る
と
き
の
み
で
、
基
本

的
に
は
宮
下
が
久
住
に
強
い
劣
等
感
を
抱
い
て
い
た
。

　

一
方
で
、
映
画
版
で
は
久
住
も
宮
下
に
劣
等
感
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
明
か

さ
れ
る
。
体
調
を
崩
し
た
宮
下
と
介
抱
し
て
い
る
田
宮
を
久
住
が
追
い
か
け
、

宮
下
に
飲
み
物
を
差
し
入
れ
る
が
無
視
さ
れ
る
シ
ー
ン
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。

久
住　

 

無
視
し
な
い
で
よ
。
そ
し
た
ら
、
頑
張
っ
て
る
私
が
ば
か
み
た
い

じ
ゃ
ん
。

宮
下　

 

別
に
私
一
人
が
無
視
し
て
も
、
久
住
さ
ん
は
私
が
欲
し
い
も
の
全

部
持
っ
て
る
。
だ
か
ら
…
…
。

久
住　

 

な
に
そ
れ
、
何
も
知
ら
な
い
癖
に
。
私
は
普
通
だ
よ
。
で
も
、
だ

か
ら
努
力
し
て
る
。
無
理
し
て
頑
張
っ
て
る
。
そ
し
た
ら
全
部

ち
ゃ
ん
と
報
わ
れ
た
い
っ
て
思
う
の
。
そ
ん
な
に
変
か
な
。
真
ん

中
は
真
ん
中
で
し
ん
ど
い
ん
だ
よ
。

（
映
画
版
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方　

四
五
分
～
四
七
分
）

　

こ
の
や
り
と
り
か
ら
久
住
と
宮
下
が
お
互
い
に
劣
等
感
を
抱
い
て
お
り
、
久

住
が
宮
下
の
態
度
に
怒
り
や
悲
し
み
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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一
気
に
ぶ
ち
破
る
の
だ
。
」
と
、
本
作
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
評
価
し
て
い
る
。
そ

し
て
脚
本
家
の
守
屋
文
雄
氏
は
映
画
版
で
追
加
さ
れ
た
宮
下
と
田
宮
の
シ
ー
ン

に
つ
い
て
「
宮
下
さ
ん
の
顔
に
初
め
て
笑
顔
が
浮
か
ぶ
。（
中
略
）『
し
ょ
う
が

な
い
』
と
い
う
言
葉
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
た
映
画
そ
の
も
の
が
こ
こ

で
勢
い
づ
く
。
」
と
語
り
、
映
画
版
に
お
け
る
宮
下
と
田
宮
の
個
性
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
ま
た
宮
下
に
関
し
て
は
、
ミ
ル
ク
マ
ン
斎
藤
氏
も
城
定
映
画
の

眼
鏡
を
書
け
た
登
場
人
物
に
触
れ
、「
メ
ガ
ネ
っ
娘
は
城
定
映
画
に
頻
出
す
る

が
、
そ
れ
は
た
い
て
い
自
ら
の
リ
ビ
ド
ー
を
抑
圧
す
る
引
っ
込
み
思
案
な
女
性

の
記
号
で
あ
っ
て
宮
下
さ
ん
も
例
外
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。
前
で
触
れ
た
原

作
版
と
映
画
版
に
お
け
る
宮
下
の
演
出
の
大
き
な
違
い
は
、
宮
下
が
自
ら
の
感

情
を
解
放
す
る
過
程
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
さ
ら
に
増
す
た
め
の
装
置
と
し
て
機
能

し
て
い
た
の
だ
。

　

高
校
演
劇
作
品
の
商
業
化
に
お
い
て
は
、
高
校
演
劇
な
ら
で
は
の
要
素
と
し

て
挙
げ
た
、
高
校
と
い
う
場
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
顧
問
と
生
徒
の
相
互
関

係
に
よ
る
当
て
が
き
的
な
要
素
は
ど
う
し
て
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、

登
場
人
物
の
追
加
や
幕
開
き
シ
ー
ン
の
変
更
、
ギ
ャ
グ
シ
ー
ン
の
カ
ッ
ト
に

よ
っ
て
、
映
画
版
は
原
作
版
に
比
べ
て
、「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
に
ど
う

向
き
合
う
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
よ
り
際
立
っ
て
お
り
、
六
十
分
の
高
校
演
劇

で
は
出
来
な
い
映
画
な
ら
で
は
の
表
現
が
駆
使
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
宮
下
と

田
宮
の
、
原
作
版
で
は
比
較
的
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
立
ち
回
り
だ
っ
た
彼
女
た
ち

に
も
し
っ
か
り
と
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
高
校
演
劇
原
作
の
商
業
化
作
品

の
第
一
歩
と
し
て
、
原
作
の
良
さ
も
残
し
つ
つ
、
原
作
フ
ァ
ン
も
映
画
フ
ァ
ン

も
楽
し
め
る
ま
た
違
っ
た
『
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
ほ
う
』
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
映
画
と
し
て
の
高
評
価
に
も
繋
が
っ
た
と
言
え
る
。

し
さ
な
ど
、
新
た
な
登
場
人
物
の
良
さ
が
提
示
さ
れ
た
。

・
映
画
版
の
幕
開
き
と
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
つ
い
て

　

高
校
演
劇
版
は
野
球
の
五
回
裏
か
ら
試
合
終
了
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。

　

一
方
で
映
画
版
で
は
、
映
像
な
ら
で
は
の
シ
ー
ン
の
追
加
が
な
さ
れ
て
お

り
、
幕
開
き
と
ラ
ス
ト
と
も
に
違
う
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
幕
開
き
は
、
安
田

が
演
劇
部
の
顧
問
と
思
わ
れ
る
人
物
に
「
し
ょ
う
が
な
い
よ
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
、
悔
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
る
シ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

テ
ー
マ
で
あ
る
「
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
の
提
示
と
と
も

に
、
安
田
と
田
宮
の
溝
の
伏
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
し
て
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
は
、
大
人
に
な
っ
た
四
人
が
矢
野
の
プ
ロ
初
試
合
を
観
戦
し
、
藤
野
が
矢
野

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
を
取
り
幕
が
閉
じ
る
。
そ
し
て
、
大
人
に
な
っ
た
安
田

は
母
校
の
演
劇
部
で
顧
問
を
務
め
て
お
り
、
藤
野
は
野
球
用
具
を
制
作
し
て
い

る
会
社
に
勤
め
て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
四
人
だ
け
で
な
く
厚
木
先
生
や

園
田
の
現
在
も
台
詞
で
説
明
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
や
高
校
生
の
頃
に
諦
め
か

け
た
こ
と
に
対
し
て
新
た
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
た
、
希
望
の
あ
る
未

来
を
提
示
さ
れ
た
ラ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

・
映
画
版
の
評
価

　

映
画
版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
公
式
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
関
わ
っ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
た
ち
の
コ
ラ
ム
の
ほ
か
、
本
作
の
映
画
評
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

映
画
評
論
家
の
ミ
ル
ク
マ
ン
斎
藤
氏
は
城
定
作
品
の
歴
代
の
要
素
（
物
や
移

動
の
少
な
さ
）
に
触
れ
た
上
で
、「（
前
略
）
諦
め
の
感
情
が
合
流
し
た
時
、
諦

め
ず
に
バ
ッ
ド
を
振
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
野
球
部
員
た
ち
の
姿
が
そ
ん
な
静
観
を
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み
の
中
に
お
い
て
も
、
作
品
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
競
技
の
表
現
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
高
校
演
劇
に
お
け
る
舞
台
表
現
の
可
能
性
の
広
さ
を
、

ス
ポ
ー
ツ
も
の
は
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
高
校
演
劇
だ
け
で
な
く
商
業
演

劇
に
も
目
を
向
け
る
と
、「
テ
ニ
ス
の
王
子
様
」
や
「
ハ
イ
キ
ュ
ー
！
」
な
ど

の
漫
画
作
品
を
舞
台
化
し
た
二
・
五
次
元
舞
台
で
も
ボ
ー
ル
を
使
わ
な
い
表
現

が
さ
れ
て
い
る
。「
テ
ニ
ス
の
王
子
様
」
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
で
音
楽

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
使
用
さ
れ
、
エ
ン
タ
メ
性
に
富
ん
だ
作

品
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、「
テ
ニ
ス
の
王
子
様
」
も
前
述
の
高
校
演
劇
作
品

も
全
て
競
技
を
す
る
選
手
側
を
メ
イ
ン
に
描
い
た
作
品
で
あ
り
、
観
客
側
を
主

軸
に
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の

方
」
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
第
二
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」

で
は
登
場
人
物
四
人
の
い
る
舞
台
美
術
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
一
部
分
の
空

間
だ
け
で
は
な
く
彼
ら
を
取
り
巻
く
マ
ウ
ン
ド
や
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
ま
で
を

き
っ
ち
り
と
描
い
て
い
る
。
具
象
舞
台
か
つ
一
幕
も
の
会
話
劇
の
作
品
で
、
こ

こ
ま
で
観
客
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
、
見
え
な
い
も
の
に
ま
で
説
得
力
を
抱
か

せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
世
界
の
広
が
り
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

て
い
る
説
得
力
が
、
本
作
品
な
ら
で
は
の
魅
力
で
あ
る
と
共
に
、
高
校
演
劇
と

い
う
枠
組
み
を
飛
び
越
え
、
評
価
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

・
登
場
人
物
の
悩
み
の
普
遍
性

　
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ど
う
し
よ
う
も
な

い
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
と
い
う
議
題
、
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
彼
ら

が
抱
え
て
い
た
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
焦
り
」
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
、
身
を
持
っ
て
体
感
し
た
人
も
多
い
は
ず
だ
。
そ
の
中
で
も
特
に
安
田
の

第
四
章
　
高
校
演
劇
を
超
え
評
価
さ
れ
た
理
由
の
分
析

・
高
校
野
球
と
高
校
演
劇　

ス
ポ
ー
ツ
も
の
と
高
校
演
劇
の
親
和
性
の
高
さ

　
「
高
校
演
劇
」
と
い
う
と
、
高
校
演
劇
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
人
は
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
夏
の
季
語
に
も
数
え
ら
れ
る
「
高
校
野
球
」。
こ
の
高
校
野
球
と
い

う
モ
チ
ー
フ
は
、
高
校
演
劇
を
知
ら
な
い
人
で
も
触
れ
や
す
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
年
の
高
校
演
劇
全
国
大
会
の
最
優
秀
賞
受
賞
作
の
傾
向
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
二
〇
一
六

年
岐
阜
農
林
高
校
演
劇
部
上
演
「
I
s
」、
二
〇
一
九
年
丸
亀
高
校
上
演

「
フ
ー
ド
ボ
ー
ル
の
時
間
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
余
談
で
は
あ
る
が
、「
フ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
時
間
」
は
坂
本
春
菜
氏
に
よ
り
映
画
化
企
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
高
校
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
運
動
部
と
文
化
部
と
大
き
く
ふ
た
つ

に
区
分
さ
れ
、
全
く
正
反
対
の
も
の
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
活
動
内
容
は

違
え
ど
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
何
か
を
目
指
し
、
何
か
に
打
ち
込
む
姿
は
、
高

校
演
劇
を
問
わ
ず
全
て
の
文
化
部
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
は
案
外
親
和
性
が
あ
る
も

の
の
よ
う
に
感
じ
る
し
、
演
劇
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
共
感
度
も
高
い
。

　

ま
た
舞
台
と
い
う
空
間
的
な
制
約
の
あ
る
場
所
で
、
ど
う
競
技
を
表
現
す
る

か
と
い
う
の
も
、
舞
台
な
ら
で
は
の
面
白
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
「
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
が
目
線
で
野
球
を
表
現
し
た
よ
う
に
、
岐
阜
農
林
高
校

演
劇
部
上
演
「
I
s
」
で
は
ボ
ー
ル
な
し
の
体
の
動
き
だ
け
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
を
、
丸
亀
高
校
演
劇
部
上
演
「
フ
ー
ド
ボ
ー
ル
の
時
間
」
は
実

際
に
小
道
具
で
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
表
現
し
て
い
る
。
高
校
演
劇
と
い
う
枠
組
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ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
に
も
当
て
は
ま
っ
て
い
る
。
正
確
性
を
求
め
ら
れ
る

目
線
で
の
野
球
ボ
ー
ル
の
表
現
の
一
方
で
、
完
成
さ
れ
て
い
な
い
活
舌
や
大
袈

裟
に
見
え
る
演
技
の
部
分
は
、
素
朴
で
冴
え
な
い
安
田
や
藤
野
た
ち
の
等
身
大

の
姿
や
葛
藤
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
観
客
の
心
を
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
作
品
の
持
つ
「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
、
新
た
に
作
品

世
界
の
必
然
性
を
挙
げ
た
い
。
本
作
品
の
テ
ー
マ
は
誰
も
が
共
感
で
き
る
普
遍

的
な
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
甲
子
園
や
関
西
弁
と
い
っ
た
要
素
は
地
域
性
が
色
濃
く
出
た
要
素

で
、
範
囲
が
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
映
画
版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し

の
方
」
が
関
西
弁
か
ら
標
準
語
に
置
き
換
え
た
こ
と
か
ら
も
、
関
西
弁
や
甲
子

園
な
ど
と
い
っ
た
要
素
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
関
東
の
高
校
生
が
甲
子
園
を
舞
台
に
関
西
弁
で
創
作
し
た
と
し

て
、
観
客
や
審
査
員
は
「
ど
う
し
て
関
東
な
の
に
甲
子
園
を
選
ん
だ
の
だ
ろ

う
、
な
ぜ
関
西
弁
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
を
抱
く
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
必
然
性
が
な
い
か
ら
だ
。
だ
が
、
兵
庫
県
の
高
校
生

が
、
自
身
に
な
じ
み
の
あ
る
方
言
を
台
詞
に
使
う
こ
と
や
、
身
近
で
あ
り
、
か

つ
あ
る
種
高
校
生
の
青
春
の
象
徴
の
よ
う
な
甲
子
園
と
い
う
場
所
を
舞
台
に
選

ぶ
こ
と
は
あ
く
ま
で
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、「
ア
ル
プ
ス
ス

タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
は
甲
子
園
が
身
近
な
兵
庫
県
で
、
そ
の
場
所
で
生
活
し

て
い
る
作
者
の
藪
と
高
校
生
が
作
り
上
げ
演
じ
た
か
ら
こ
そ
完
成
し
た
演
劇
で

あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
必
然
性
が
役
者
や
脚
本
の
説
得
力
を
強
め
、
高
校

演
劇
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
作
品
の
爆
発
力
に
繋

が
っ
て
い
る
。
ま
た
前
述
し
た
原
作
版
で
の
講
評
で
審
査
員
が
評
価
し
た
生
き

生
き
し
た
言
葉
も
、
関
西
の
高
校
生
が
関
西
弁
で
演
じ
た
こ
と
な
ら
で
は
の
効

果
で
あ
る
。

抱
え
て
い
た
葛
藤
は
、
演
劇
に
携
わ
る
人
で
あ
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
一
度
は
経
験

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
戯
曲
が
執
筆
さ
れ
た
の
は

二
〇
一
六
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
感
染
病
や
災
害
な
ど
に
よ
る
免
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
中
止
や
そ
れ
に
伴
う
無
力
感
は
、
誰
も
が
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験
し
、

考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
安
田
の
葛
藤
は
執
筆
当
時
よ
り
も
現
在
の
方

が
さ
ら
に
増
し
て
共
感
性
が
高
い
と
考
え
る
。
野
球
部
の
試
合
を
通
し
て
、

「
田
宮
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
で
大
会
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
、
仕
方
が
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
諦
め
た
」
が
「
で
も
や
っ
ぱ
り
田
宮
と
演
劇
が
し
た
い
。
だ

か
ら
今
年
も
大
会
に
出
る
」
と
前
向
き
に
変
化
す
る
安
田
の
心
情
は
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
験
し
た
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
よ
り
響
く
。

　

ま
た
本
作
が
映
画
化
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
デ
ビ
ュ
ー
果
た
し
た
の
は
奇
し
く
も

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
二
〇
二
〇
年
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
映
画

版
で
は
、
原
作
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
熱
血
漢

な
教
師
と
、
吹
奏
楽
部
の
久
住
が
登
場
し
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の

方
」
の
彼
ら
の
焦
燥
感
と
共
に
、
日
向
に
い
る
者
た
ち
の
葛
藤
に
も
ス
ポ
ッ
ト

が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
前
述
の
原
作
と
の
相
違
点
も
含
め
、
原
作
版
よ
り
も
わ

か
り
や
す
く
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
こ
と
へ
の
焦
燥
感

を
際
立
た
せ
る
演
出
が
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
マ
ッ
チ
し
、
高
校
演
劇
と
い
う
枠
組

み
を
取
り
払
い
、
映
画
と
し
て
も
高
い
評
価
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

・
初
演
版
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
持
つ
高
校
演
劇
ら
し
さ

　

第
一
章
に
て
、
佐
川
大
輔
と
作
者
の
藪
博
晶
の
言
葉
を
借
り
、
高
校
演
劇
ら

し
さ
と
は
完
成
さ
れ
て
い
な
い
肉
体
や
粗
の
あ
る
未
完
成
感
で
あ
る
と
書
い

た
。
演
技
に
対
す
る
指
摘
で
あ
る
前
述
の
高
校
演
劇
ら
し
さ
は
、「
ア
ル
プ
ス
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ま
と
め

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
は
①
共
感
性
の

高
い
等
身
大
の
登
場
人
物
、
②
高
校
野
球
と
い
う
モ
チ
ー
フ
、
③
緻
密
に
作
ら

れ
た
作
品
世
界
、
の
三
点
が
卓
越
し
て
優
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
高
校
演
劇

と
い
う
枠
組
み
を
超
え
、
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
推
測
す
る
。
ま
た
二
〇
二
〇
年

の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
症
で
大
会
出
場
を
断
念
し
演
劇
を
諦
め
た
安
田
の
葛

藤
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
題
材
が
普
遍
的
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
上
演
さ
れ
る
時
代
に
よ
っ
て
、
テ
ー
マ
の
受
け
取
り
方
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

性
の
強
さ
が
流
動
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

高
校
演
劇
は
社
会
を
映
す
鏡
だ
。
本
作
品
は
、
目
線
の
演
出
、
音
響
操
作
な

ど
難
し
さ
が
求
め
ら
れ
る
舞
台
で
は
あ
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
高
校

で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
き
な
事
態
の
変
化
を
通
じ
て
も
な

お
、
多
く
の
高
校
生
か
ら
共
感
を
集
め
、
支
持
さ
れ
、
上
演
さ
れ
て
い
る
。
何

よ
り
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
と
い
う
作
品

の
素
晴
ら
し
さ
と
作
品
と
し
て
の
強
度
を
裏
付
け
て
い
る
証
明
だ
。

　
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
の
商
業
舞
台
化
、
映
画
化
、
ノ
ベ
ラ

イ
ズ
化
…
…
と
い
っ
た
一
連
は
高
校
演
劇
界
に
お
い
て
前
代
未
聞
の
出
来
事
で

あ
っ
た
。
高
校
演
劇
の
知
名
度
が
更
に
上
が
り
、
例
を
挙
げ
る
な
ら
高
校
野
球

の
よ
う
に
多
く
の
方
の
日
常
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
し
ま

う
、
素
晴
ら
し
い
出
来
事
だ
っ
た
。「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
を

含
め
、
昨
今
の
高
校
演
劇
の
商
業
舞
台
化
、
映
画
化
に
お
い
て
高
校
演
劇
の
創

作
脚
本
は
、
あ
る
意
味
で
一
般
の
商
業
演
劇
な
ど
と
も
あ
ま
り
遜
色
な
い
と
証

明
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
第
一
八
回
A
A
F
戯
曲
賞
に
て

特
別
賞
を
受
賞
し
た
南
山
高
校
女
子
部
演
劇
部
・
渡
辺
鈴
作
「
b
y
 u
s
」

　

高
校
演
劇
は
教
育
現
場
で
の
活
動
で
あ
る
以
上
、
生
徒
に
は
卒
業
、
顧
問
に

は
異
動
や
定
年
と
い
っ
た
抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
期
限
が
あ
る
。
高
校
と
い
う

特
殊
な
場
所
の
人
と
人
の
繋
が
り
が
強
さ
の
一
方
で
、
毎
年
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
中
で
、
そ
の
年
に
そ
の
学
校
に
い
た
高
校
生
だ
か
ら

こ
そ
上
演
で
き
た
と
い
う
必
然
性
と
一
回
性
こ
そ
が
「
高
校
演
劇
ら
し
さ
」
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
必
然
性
が
生
ま
れ
る
の
は
自
ず
と
既
成

台
本
で
は
な
く
創
作
台
本
で
あ
り
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
勝
ち
進
ん
で
き
た
全
国
大

会
と
い
う
場
に
お
い
て
創
作
脚
本
率
が
高
い
の
も
、
そ
の
作
品
の
必
然
性
が
関

係
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
章
で
引
用
し
た
、
加
藤
の

「
演
劇
教
育
に
よ
る
協
働
的
創
造
性
育
成
過
程
の
質
的
研
究
：
演
劇
部
活
動
に

お
け
る
高
校
生
の
変
化
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
の
「
生
徒
と
生
徒
と

の
共
同
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
と
教
師
と
の
共
同
も
重
要
な
要
因
」
で
「
演
劇
活

動
の
参
加
者
は
、
観
客
も
含
め
、
舞
台
の
上
に
創
造
さ
れ
た
も
の
を
通
じ
て
実

際
の
生
活
を
学
び
直
す
、
と
い
う
経
験
」
を
し
て
い
る
の
だ
が
、「
参
加
者
が

協
同
的
に
活
動
し
、
集
団
の
矛
盾
や
対
立
を
止
揚
し
な
が
ら
創
造
し
た
創
作
脚

本
に
よ
っ
て
活
動
し
た
場
合
に
、
よ
り
顕
著
に
看
取
出
来
る
経
験
で
あ
る
」

（
加
藤
裕
明
「
演
劇
教
育
に
よ
る
協
働
的
創
造
性
育
成
過
程
の
質
的
研
究
：
演

劇
部
活
動
に
お
け
る
高
校
生
の
変
化
」、
北
海
道
大
学
博
士
（
教
育
学
）
甲
第

一
二
二
八
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、（https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/

dspace/bitstream
/2115/62207/1/H

iroaki_K
ato.pdf　

閲
覧
日
二
〇
二
四

年
一
月
九
日
）
と
い
う
指
摘
も
、
前
述
の
「
高
校
生
ら
し
さ
」
の
必
然
性
と
創

作
脚
本
の
優
位
性
を
裏
付
け
て
い
る
。
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Hiroaki_Kato.pdf

）
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー

・ 『
宮
城
総
文　

二
〇
一
七　

演
劇
部
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
二
〇
一
七
年
八
月
高
校
演
劇

や
第
二
四
回
劇
作
家
協
会
新
人
戯
曲
賞
一
次
選
考
通
過
し
た
よ
し
だ
あ
き
ひ
ろ

作
「
意
外
と
ゆ
っ
く
り
飛
ん
で
い
る
」
の
よ
う
に
一
般
の
戯
曲
賞
に
高
校
演
劇

の
創
作
脚
本
が
入
賞
す
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
高
校
演
劇

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
高
校
演
劇
だ
か
ら
こ
そ
の
必
然
性
を
ど

う
超
え
て
い
く
か
が
今
後
の
高
校
演
劇
の
脚
本
を
高
校
生
以
外
が
上
演
す
る
際

の
課
題
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
高
校
演
劇
は
時
代
を
映
す
鏡
」
と
称
し
た
よ
う
に
、
高
校
演
劇
は
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
、
そ
の
時
代
ご
と
に
新
た
な
題
材
や
表
現
が
見

つ
け
ら
れ
て
い
く
。
奇
し
く
も
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
高
校
演
劇
も
映
像
配
信
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
誰
も
が
気
軽
に
触
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
、
高
校
演
劇
も

高
校
野
球
の
よ
う
に
「
青
春
の
象
徴
」
と
な
り
う
る
可
能
性
を
充
分
に
秘
め
て

い
る
。
一
方
で
、
一
連
の
展
開
や
商
業
演
劇
版
、
映
画
版
を
否
定
す
る
意
図
は

な
い
が
、
高
校
演
劇
は
高
校
生
の
た
め
の
演
劇
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
私
は

常
々
思
っ
て
い
る
。
高
校
生
の
表
現
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
生
が

一
つ
の
物
事
に
向
き
合
う
成
長
の
場
と
し
て
、
高
校
演
劇
は
存
在
す
る
意
義
が

あ
る
。
今
後
は
、
高
校
演
劇
だ
け
で
は
な
く
高
校
生
の
演
劇
教
育
に
も
目
を
向

け
、
演
劇
が
高
校
生
に
も
た
ら
す
影
響
、
効
果
に
つ
い
て
理
解
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
戯
曲
は
上
演
さ
れ
て
や
っ
と
完
成
す
る
も
の
だ
と
私
は
考

え
て
い
る
。「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
と
い
う
作
品
の
灯
火
が
消

え
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
高
校
演
劇
の
名
作
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
く

の
を
願
う
。
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く
群
像
劇
『
彼か

の
子
、
朝あ

し
たを

知
る
。
』」（https://w

w
w

.m
ilive.jp/live/170702/

）

閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

・ 「
シ
ア
タ
ー
モ
ー
メ
ン
ツ
」
佐
川
大
輔
公
式
ブ
ロ
グ
（http://m

om
ents.

jp/2017/08/10/dai1/

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
〇
日

・ 

愛
知
県
立
芸
術
劇
場
「
第
一
八
回
A
A
F
戯
曲
賞　

公
開
審
査
会
」（https://
w

w
w

-stage.aac.pref.aichi.jp/event/detail/000113.htm
l

）
閲
覧
日
二
〇
二
四

年
一
月
九
日

・ 

日
本
劇
作
家
協
会
「
第
二
四
回
劇
作
家
協
会　

新
人
戯
曲
賞
」（https://w

w
w

.
jpw

a.org/m
ain/activity/dram

a-aw
ard/437

）
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日

・ 

映
画
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
公
式
サ
イ
ト
（https://alpsnohashi.

com
/

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

・ 

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
当
て
書
き
で
良
さ
引
き
出
す　

滝
川
高
校
定
時
制
演
劇
部
で

2
人
が
師
弟
役
熱
演
」（https://w

w
w

.asahi.com
/articles/A

SQ3S52ZM
Q3SIIPE00R.

htm
l

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
十
日

・ 

中
村
勉
n
o
t
e
「
放
課
後
の
旅
・
高
校
演
劇
の
脚
本
に
つ
い
て
」（https://

note.com
/suchanga/n/n5bc732864309

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

・ 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
「
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」（https://japanknow

ledge.com
/

psnl/display/?lid=5002019_160146200

）
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日

・ 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
「
サ
イ
コ
ド
ラ
マ
」（https://japanknow

ledge.com
/psnl/

display/?lid=1001000094002

）
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日

映
像

・「
青
春
舞
台
2
0
1
7
」
N
H
K
制
作
、
二
〇
一
七
年
九
月
九
日
放
送

・ 
映
画
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
原
作
・
籔
博
晶
、
監
督
・
城
定
秀
夫
、

S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
制
作
、
二
〇
二
〇
年
七
月
公
開

・ 

ブ
ル
ー
レ
イ
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
原
作
・
籔
博
晶
、
監
督
・
城
定

秀
夫
、
S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
制
作
、
二
〇
二
一
年
一
月
発
売

全
国
大
会
の
当
日
配
布
プ
ロ
グ
ラ
ム

・『
演
劇
創
造
』
一
三
七
、
全
国
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
、
二
〇
一
七
年
一
一
月

・ 「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
二
〇
一
九
年
六
月
浅
草
九
劇
上
演
時
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
S
P
O
T
T
E
D
 P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
発
行
、
二
〇
一
九
年
六
月

・ 

映
画
「
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
の
は
し
の
方
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
S
P
O
T
T
E
D
 

P
R
O
D
U
C
T
I
O
N
S
発
行
、
二
〇
二
〇
年
七
月

・ 『
と
う
き
ょ
う
総
文　

二
〇
二
二　

演
劇
部
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
二
〇
二
二
年
八
月
高

校
演
劇
全
国
大
会
の
当
日
配
布
プ
ロ
グ
ラ
ム

・ 

a
l
a
 C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
シ
リ
ー
ズ
「
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
時
間
」

二
〇
二
三
年
一
一
月
吉
祥
寺
シ
ア
タ
ー
公
演
時
フ
ラ
イ
ヤ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・ 

日
本
演
劇
学
会
分
科
会
演
劇
と
教
育
研
究
会
研
究
資
料 

尾
上
明
代
「
学
校
教
育
に

お
け
る
ド
ラ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
効
用
」（https://ekk.m

oo.jp/archives/
event/20000731onoe

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

・ 

特
別
講
演
会
（
二
〇
〇
六
年
七
月
二
九
日
開
催
）
記
録　

講
演
者
ル
ネ
・
エ
ム
ナ
ー
、

訳
中
野
左
知
子
、
主
本
文
立
命
館
大
学
人
間
科
学
研
究
所
「
ド
ラ
マ
か
ら
ド
ラ
マ
セ

ラ
ピ
ー
へ
の
新
た
な
展
開 

―
自
己
表
現
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
広
が
り
―
」

（https://w
w

w
.ritsum

eihum
an.com

/hsrc/resource/15/005-022.pdf
）
閲
覧

日
二
〇
二
四
年
一
月
九
日

・ 

全
国
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
規
約
（http://koenkyo.m

ain.jp/?page_id=44
）

閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
〇
日

・ 

徳
島
県
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
、
脚
本
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
よ
し
だ
あ
き
ひ
ろ

「
2
0
1
6
」（https://8f9debc3-04f0-435d-a319-788ff77b1efb.filesusr.com

/
ugd/a537f4_036fb40d71404c2cbc53fd0cddf7e592.pdf

）
閲
覧
日
二
〇
二
三
年

一
一
月
二
〇
日

・ 

み
ら
い
ぶ
高
校
生
応
援
「
全
国
高
等
学
校
演
劇
大
会
に
初
出
場　

岐
阜
県
立
加
納
高

校
演
劇
部
メ
ン
バ
ー
の
「
夏
の
思
い
出
」
か
ら
生
ま
れ
た
、
つ
な
が
り
の
尊
さ
を
描


